
高
等
学
校
【
国 

語
】
正
解
・
解
答
例 

一 問
一
①
、
②
、
④ 

問
二
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

 

②
個
別
化 

 

③
個
性
化 

問
三
（
一
）
（
ア
） 
社
会
生
活 

 

（
イ
） 

伝
え
合
う
力 

 

（
ウ
） 

読
書 

 
 

（
二
）
① 

× 
 
 

② 

○ 
 
 

③ 

○ 

 

配
点
：
問
一 

２
点
、
問
二 
各
２
点
×
３
、 

問
三 

各
２
点
×
６ 

２
０
点 

 

二 問
一 

（
一
） 

腐
心 

（
二
） 

奨
励 

 

（
三
） 

軌
跡 

（
四
） 

か
そ 

 

（
五
） 

つ
う
ぎ
ょ
う 

 

問
二 ① 

（
イ
） 

② 

（
ア
） 

 

③ 

（
オ
） 

④ 

（
エ
） 

Ｘ 

在
原
業
平 

 

配
点
：
各
２
点
×
１
０ 

２
０
点 

 

三 問
一 

換
言
す
る
な 

問
二 

（
ア
） 

問
三 

「
生
産
」
か
ら
「
消
費
」
へ
の
転
換 

問
四 

（
ウ
） 

問
五 

あ
る
意
味
で 

問
六 

夢
と
魔
法
の
王
国 

問
七 

 

自
分
に
と
っ
て
心
地
よ
い
物
や
人
々
に
取
り
囲
ま
れ
、
葛
藤
の
な
い
世
界
を
構
成
す
る
こ
と
で
、

資
本
主
義
社
会
の
中
で
自
然
や
第
三
世
界
か
ら
収
奪
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
生
産
的
、
消
費
的

価
値
を
持
た
な
い
も
の
が
排
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る 

 
 

よ
う
な
仕
組
み
。 

 

配
点
：
問
一 

６
点
、
問
二 

５
点
、
問
三 

６
点
、 

問
四 

５
点 

問
五 

６
点
、
問
六 

５
点
、
問
七 

１
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
５
点 

 



四 問
一 
小
さ
く
、
古
ぼ
け
た
劇
場 

問
二 
ア 

そ
れ
は
き
っ 

 

イ 

何
か
を
創
り 

問
三 

 

（
一
）
（
イ
） 

（
二
）
（
エ
） 

問
四 

（
オ
） 

問
五 

（
解
答
例
） 

夢
か
ら
か
け
離
れ
た
現
実
の
職
場
に
愛
想
を
尽
か
し
か
け
て
い
た
が
、
同
じ
職
場
に
創
造
的
で
手

応
え
の
あ
る
仕
事
を
見
出
し
、
こ
れ
か
ら
そ
の
仕
事
に
打
ち
込
ん
で
い
こ
う
と
す
る
心
境
を
表
現
し

て
い
る
。 

問
六 

（
ウ
） 

 

配
点
：
問
一 

５
点
、
問
二 

各
５
点
×
２
、
問
三
（
一
）
３
点
（
二
）
５
点
、
問
四 

３
点 

問
五 

１
０
点
、
問
六 

４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
０
点 

 

五 問
一 

 

ａ 

（
ク
）
→
（
カ
） 

ｂ 
(

ク
）
→
（
ウ
） 

ｃ 

（
エ
）
→
（
ア
） 

 

ｄ 

（
エ
）
→
（
ア
） 

問
二 

 

Ａ 

そ
の
ま
ま
つ
か
ん
で
、
決
し
て
放
し
申
し
上
げ
な
さ
ら
な
い
。 

 

Ｂ 

ど
う
し
て
中
宮
様
の
御
手
を
引
き
離
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
（
い
や
で
き
な
い
。
） 

問
三 

（
ウ
） 

問
四 

 

帝
の
、
中
宮
が
懐
妊
し
て
い
な
が
ら
、
出
家
を
決
意
す
る
ほ
ど
の
苦
悩
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
つ

ら
く
思
う
気
持
ち
。 

問
五 

 
 
 

受
身 

 
 
 
 
 
 

強
意 

推
量 

御
覧
ぜ
ら
れ
で
や
止
み
は
べ
り 

な 

ん 

問
六 

中
納
言
の
、
中
宮
に
対
す
る
、
会
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
。 

問
七 

「
大
江
」 

大
江
（
山
）
・
お
ぼ
え
（
覚
え
） 

 

配
点
：
問
一 

各
２
点
×
４
、
問
二 

各
４
点
×
２
、
問
三 

３
点 

問
四 

１
０
点
、
問
五 

各
２
点
×
３
、
問
六 

６
点
、
問
七 

４
点 

４
５
点 

 

六 問
一 

Ａ 

そ 
 

Ｂ 

か 
 

Ｃ 

い
へ
ど
（
い
え
ど
） 

 

Ｄ 

い
や
し 

問
二 

（
ウ
） 

問
三 

ど
う
し
て
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
（
い
や
、
私
だ
け
で
は
な
い
。
） 

 



問
四 

 
（
解
答
例
） ①

は
疑
問
形
の
句
法
で
あ
り
、
問
に
対
す
る
答
え
を
相
手
（
孔
子
）
に
求
め
て
い
る
と
い
う
点
と
、

③
は
反
語
の
句
法
で
あ
り
、
自
ら
（
孔
子
）
の
考
え
を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
点
。 

問
五 

君
子 

問
六 

為
下

窮
而
不
レ

困
、
憂
而
意
不
レ

衰
也
、
知
二

禍
福
終
始
一

而
心
不
上
レ

惑
也
。 

問
七 

 

（
解
答
例
） 

不
遇
か
ど
う
か
は
時
節
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
君
子
は
自
ら
を
律
し
て
時
が
来
る
の
を
待
つ
べ
き
で
あ
る
。 

 

配
点
：
問
一 

各
２
点
×
４
、
問
二 
２
点
、
問
三 

４
点
、
問
四 

４
点
、
問
五 

３
点 

問
六 

３
点
、
問
七 

６
点 

３
０
点 


